
 

図 2 O3と NO2濃度の日内変動 
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【はじめに】オゾン(O3)が主成分といわれる光化学オキシダント(Ox)の環境基準達成率は依然として極めて低

い状況にある。Ox は、揮発性有機化合物(VOCs)と窒素酸化物(NOx)が光化学反応により生成する。森林には

大気汚染の浄化作用があるといわれているが、森林内の O3の観測事例は少ない。本調査地の滋賀県大津市の

龍谷大学瀬田学舎に隣接する里山林(龍谷の森)では、これまでに VOCs に関する研究は行われているが 1)、O3

濃度の日内変動に関する議論は少ない。そこで本研究では、里山林(龍谷の森)内外でO3濃度とNOx(NOとNO2)

濃度の短時間変動を測定し、O3濃度の日内変動について検討した。 

【方法】O3 の観測には、紫外線吸収方式の自動計測器(ダイレック MODEL1100)とパッシブサンプラー(小

川商会)を用いた。NOxの観測も同様に、化学発光方式の自動計測器(紀本電子工業 NA-623)とパッシブサン

プラーを用いた。O3 自動計測器は林内と大学構内に、NOx 自動計測器は林内に設置し、5 分毎の濃度の時間

変動を観測した。パッシブサンプラーは鉛直分布を観測するため、大学構内と林内の観測タワーに設置し、3

～5 日後に回収した。回収したパッシブサンプラーは、ろ紙中の亜硝酸イオン(NO₂⁻)が O₃と反応して生成し

た硝酸イオン(NO₃⁻)をイオンクロマトグラフ(Thermo Fisher SCIENTIFIC ICS-1100)により分析し、これを O₃

濃度に換算した。NOx 濃度は波長 545nm に設定した吸光光度計(SHIMADZU UV-2550)で吸光度を測定し、濃

度を算出した。 

【結果と考察】図 1 に、観測タワーにおける NO 濃度の鉛直濃度分布を示す。林内において NO は地表

が最も濃度が高く、土壌からの発生が推測された。図 2 に、林内の自動計測器による O₃、NO₂濃度の

時間変動を示す。日中は光化学反応により O₃濃度が高く NO₂濃度は低くなった。夜間には日中に生成

した O₃が地表で濃度が高い NO と反応して減少するタイトレーション効果(NO+O3→NO2+O2)が働いた

と推測された。 
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図 1 NO 濃度の観測例(2015 年 9 月 11 日～14 日) 
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